
ＳＨＩＮはコストフローに「計画」「実績」「見込」の３種類のディメンジョンを持っています。ディメンジョン（次元）とは、原価計算データの目的の違いによる３形
態です。

計画 ： 年間の製品別販売予算と財務予算を元に、計画原価計算を行い、実績の原価集計に近い形の計画・予算データでコストフローを表現します。

実績 ： 通常行う月次決算用の実績原価集計です。

見込 ： 経過年月は「実績」データで、それ以降に関しては「計画」データでコストフローを表現します。

「計画」「見込」のも元データの入力と原価計算は、ＴＯＰメニューの「試す」ボタンから行います。
実行結果はコストフローの右下端にあるディメンション切替ボタンで切り替えると、コストフロー
の数値が切り替わります。

“材料費を５%上げる”“この製品群の販売単価を２％下げる”等のシミュレーションも可能ですので、
何度も実行結果をコストフローで比較できます。

又、「計画」「見込」の実行結果は、コストフローだけでなく、分析シートに入って行っても、 「実績」デ
ータと同様に扱えますので、計画・実績比較や計画・見込比較等が行え、具体的な計画修正ができ
ます。
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（１５）予算・実績比較による分析（計画・見込）

ディメンジョン

計画 実績 見込
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①

②

③

④

⑤

①科目別予算：会計システムの勘定科目別を部門
別・月別にexcel等で作成

②販売予算：製品別（商品・材料含） ・得意先別・部

門別で月別に販売単価と販売数量を
excel等で作成

③在庫予算：製品（商品・材料含）別・部門別で月
別に在庫数量をexcel等で作成*1

④期首在庫予算：製品（商品・材料含）別・部門別
に期首在庫数量をexcel等で作
成*2

⑤生産予算：

（見込）

（実績）

（計画）

原価データベース

*1現在は仕掛品在庫予算は登録でき
ない（毎月増減数量は0と見做す

*2予算作成時点では期首在庫が確

定していないはずなので④では確定
前の在庫数量を計画数値で登録でき
る。確定後確定値に置換えて再計算
ができる。

見る 【３．計画データの見方①】

ここを「実績」➡「計画」➡「見込」と切り替え
ることによってコストフローに表示される
モードが変化する

【３．計画データの見方②】

「分析シート」に入ってからでも「実績」「計画」
「見込」の“単価”“数量”“金額”を同時に比較
表示できる

【２．予算原価集計（標準）】

各予算設定のみでは原価データベース
には反映されない。シミュレーション結果
を反映させるためには「予算原価集計」を
実行する

【１．予算シートの登録】

各予算設定のみでは原価データベース
には反映されない。シミュレーション結果
を反映させるためには「予算原価集計」を
実行する
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計画差異

投入高

仕入高

売上原価

完成高

0

完成高

投入高

0

計画差異

支払高 投入高

計画差異

仕入高 投入高

計画差異

仕入高 投入高

製造（仕掛品）

材
料
費

製品
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労
務
費

外
注
費

経
費

計画差異

振替高
投入高

間接費

④期首在庫予算

①科目別予算

材料費
労務費
外注費
経費

利益

売上原価

販管費
売上高

損益

①科目別予算

販管費

③在庫予算

①科目別予算

売上

①販売予算

【生産計画自動計算と予算作成のロジック】

（１）製品別の販売計画数量を出発点として、月別の確保したい在庫を考慮
して逆算で生産所要量数を求める。

（２）計画期の【計画】標準原価マスターを【実績】標準原価マスターよりコ
ピーして必要な個所を修正しておく。この【計画】標準原価マスターと（１）の
生産所要量数を原価要素（原価品番）ごとに掛け合わせて生産所要量に
対応する「原価要素」別の「所要量原価金額」を自動計算する

（３）「所要量原価金額」と「①科目別予算」を突合して「予算」「予定操業度」
との整合を確認する。これらの差は「計画差異」に現れるため、予定操業度
や計画、標準原価を見直して「計画差異」が極小となるようにする。

振替高

振替高

振替高

振替高
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①

②

③

④

⑤

⑥

見る

【３．計画データの見方①】

ここを「実績」➡「計画」➡「見
込」と切り替えることによってコ
ストフローに表示されるモード
が変化する

【３．計画データの見方②】

「分析シート」に入ってからでも
「実績」「計画」「見込」の“単
価”“数量”“金額”を同時に比較
表示できる

（見込）

（実績）

（計画）

原価データベース

【１．シミュレーション項目（計画）設定】

①科目予算一括変更：予算設定した科目予算を「年度」「期
間」「部署」「科目」範囲を指定して変更
「金額」や変更「割合」で一括変更する

②販売予算一括変更：予算設定した販売予算を「年度」「期
間」「部署」「品番」「取引先」範囲を指
定して変更「単価」「数量」を「金額」「割
合」で一括変更する

③在庫予算一括変更：予算設定した在庫予算を「年度」「期
間」「部署」「品番」範囲を指定して変更
「金額」や変更「割合」で一括変更する

④材料単価一括変更：予算マスター設定した品番マスターを
「年度」「材料品番」「品番区分範囲を
指定して変更「金額」や変更「割合」で
一括変更する

⑤標準原価数量一括変更：予算マスター設定した標準原価
マスターを「年度」「製品品番」「管理部
署」「工程」「原価要素」「原価品番」範
囲を指定して変更「単価」「数量」を「金
額」「割合」で一括変更する

⑥工程歩留一括変更：さらに「製品品番」「管理部署」「工程」
範囲を指定して変更「歩留率」や変更
「割合」で一括変更する

【２．シミュレーション項目繁栄の
ための予算原価集計（標準）】

シミュレーション項目設定のみで
は原価データベースには反映さ
れない。シミュレーション結果を
反映させるためには「予算原価
集計」を実行する
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【「計画」データと「見込」データ】

●１月末の時点で来期の「計画」データを仮作成した

①計画データ  4　　　　　　　　　　　計画データ　　　 2 3 （１）「計画」データより作成

②見込データ 2　見込データタ　　 　　　3

③実績データ （２）「実績」「見込」データより作成

　（来期）計画データ 4 （来期）計画データ　1 2　　　　　3

4　　　　　　　　　　実績データ（見込用）　　　　　　　　1

4　　　　　　　　　　　　　実績データ　　　　　　　　　　　1
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